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Human behavior pattern type A has 10ng been suggested to be associated with the de-
ve10pement of myocardia1 infarction. 
In the current study， we investigated an association between behavior pattern and stress-
un10aded serum 1eve1s of catecho1amines and testosterone in 37 recovered patients with old 
myocardia1 infarction. The 37 patients were divided into 13 (35%) for type A and 24 (65 
%) for type B. There were no differences in the serum 1eve1s of adrena1ine， noradrena1ine 
and dopamine between the two groups. A higher tr・endwas observed in the serum 1eve1 of 
testosterone/it decreases highdensity 1ipoprotein-cho1estero1 and induces arteriosclerosis in 
patients with type A than those in type B. Although we cou1d not find clear bio1ogica1 
re1ationships between behavior pattern and 1eve1s of catecho1amines， type A patients， who 
showed a higher 1eve1 of testosterone， may have a high risk of second attack of myocardia1 
infarction after the first attack. (Accepted on June 15， 2001) 



































































































表 1. K G 3号 日常生活質問紙
くアンケート項目〉
1 ) 朝はだいたいすっきりと起きられる 2 ) すんだことをくよくよと考えることが多い
3 ) 話す時身振りが多い 4) いつも向かしていないと落ち着かない
5 ) 犬や猫などの動物が好きである 6 ) 友達などから頑張り屋だと盟、われている
7) 仕事をしているとき、他の人が話しかけたりするといらいらする 8 ) スポー ツをするのが好きである
9) 過去の腹立たしい出来事を思い出すと今でも腹が立つ 10) 平凡な人生を送りたい
11) しなければならないことiJiいつもたくさんある 12) 静かな音楽より迫力ある音楽を好む
13) 負けずぎらいだと患う 14) 夏の休暇には山より海へ遊びに行きたい
15) 食事の後は必ずくつろぐ 16) 口論することがたまにある
17) 自分の性格やおこないには瀧足できない点がかなり多い 18) 寝付きはよい
19) トイレiこ行く時間さえも↑苦しいと思うことがたまにある 20) 仕事は人より速い
21) すぐ気を悪くする方だと思う 2) クソレー プの中心になって動くことが多い
23) 理髪宿や美容院lこ行く時聞をつくるのに苦労する 24) 声の大きさは普通か、小さい方である
25) よく食べるほうである 26) 他の人より努力していると患う
27) 部屋の掃除をよくする 28) 刺激的なことが好きである
29) 誰かとはなしている時、その人がなかなか要点に入らないとせきたてたくなる
30) 新聞はよく読む
31) 「もう少しJというところを 「もう5分j というように具体的な数字を使うことが時々 ある
32) どちらかというとおとなしい方だと思う
3) 一日の中でもゆったりと落ち着ける時間はあまりない
34) 一人や二人の競争相手はいつもいる 35) 心配事で眠れぬことが時々 ある
36) 食事は人より速い 37) 夢をよくみる
38) いい仕事をしたとき、その仕事が正当に評価されないと援がたつ 39) のんきだと患う
40) 気分の変動が激しい 41) 海外で生活したいと思うことがよくある

































タイプA (n出 13) タイプB(n=24) P値
総合得点 54.23ごと9.66 31. 0:t6. 89 P<O.Ol 
攻撃・敵意性 20.61 :t6. 52 10.86土4.65 P<O.Ol 
精力的活動・時間切迫感 20.07ごと4.69 l1.90:t4.50 P<O.Ol 













収縮期血圧 (mmHg) 135:t18.3 
拡張期血圧 (mmHg) 77.7土10.0

























































アドレナリン (ng/ml) O. 04:t0. 02 0.04土0.02 N. S. 
ノルアドレナリン (ng/ml) 0.49土0.23 0.63:t0.27 N. S. 
ドーパミン (ng/ml) 0.20:t0 0.29こと0.28 N. S. 
テストステロン (ng/ml) 
全症例 (n= 37) 4.61:t 1. 84 4.14土2.37 N. S. 
男性 (n = 32) 4.98土1.34 4.90:t1.76 N. S. 
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